
（
二
）
復
元
設
計
・
制
作

復
元
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
製
作
当
初
の
姿
の
再
現

を
目
標
と
し
、
上
述
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
各
項
目

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
調
査
・
設
計
は
令
和
四
年
四
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
完
成
品
の
製
織
は

翌
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
。
以
下
、
設
計
の
あ
ら
ま
し

を
述
べ
る
。
な
お
、
文
末
の
参
考
表
に
一
部
の
項
目
の

詳
細
を
ま
と
め
た
。

染
色
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
同
文
の
織
紐
の
色
に
複
数
の
組
み
合
わ
せ
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
来
の
色
調
と
推
測
さ
れ
る
緑
系
の
色
味

で
検
討
し
た
。
当
館
は
、
先
行
し
て
復
元
を
進
め
た
表
紙
裂
に
そ
ぐ
う
よ
う
、

修
美
か
ら
実
際
の
天
然
染
色
サ
ン
プ
ル
に
よ
っ
て
色
調
を
提
案
い
た
だ
き
な
が

ら
選
定
を
お
こ
な
っ
た
。
最
終
的
に
選
択
し
た
の
は
、
ほ
の
か
に
黄
味
が
か
っ

た
淡
緑
色
で
あ
る
。
原
本
の
織
紐
と
表
紙
裂
が
同
時
期
の
制
作
か
は
不
明
だ
が
、

復
元
表
紙
裂
の
朱
色
に
映
え
、
か
つ
品
の
あ
る
色
味
と
な
っ
た
。

意
匠
図
は
原
本
画
像
か
ら
起
こ
し
、
原
本
の
糸
や
図
様
の
歪
み
を
考
慮
し
て

補
正
を
行
い
、
製
紋
し
た
。
紐
織
機
は
紋
紙
を
使
用
す
る
ジ
ャ
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
を
搭
載
し
、
製
織
を
お
こ
な
っ
た
【
図
42
】。

（
三
）
糸
番
手
の
変
更

本
項
で
は
、
設
計
の
過
程
で
修
正
を
加
え
た
糸
番
手
に
つ
い
て
特
記
し
て
お

く
。当

初
、
原
本
の
調
査
時
点
で
導
き
出
し
た
糸
番
手
に
よ
っ
て
試
織
し
た
と
こ

ろ
、
原
本
よ
り
も
幅
広
く
厚
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
原
本
が
細
く
薄
い
の

は
、
糸
の
太
さ
が
均
一
で
な
く
、
紐
の
状
態
で
も
経
年
と
使
用
に
よ
っ
て
し
な

や
か
に
な
っ
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

原
本
の
太
さ
と
厚
さ
に
近
づ
け
な
け
れ
ば
別
子
の
孔
に
通
せ
な
い
た
め
、
糸

番
手
を
細
く
し
、
合
わ
せ
本
数
を
一
本
、
緯
糸
を
一
本
と
し
て
織
り
、
併
せ
て

筬
も
置
き
換
え
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
、
糸
が
細
く
な
っ
た
こ
と
で
切
れ
や

す
く
な
っ
た
た
め
、
牽
長
（
経
糸
を
張
る
長
さ
）
を
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

延
長
す
る
こ
と
で
緯
糸
を
通
す
経
糸
の
開
き
を
大
き
く
し
、
作
業
性
を
高
め
た
。

こ
の
よ
う
な
修
正
を
重
ね
、
織
紐
が
完
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
中
国
巻
子
の
織

紐
に
は
既
製
品
で
相
応
の
も
の
が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
が
、
本
事
業
は

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
巻
子
紐
の
研
究
と
安
定
的
な
供
給
に
資
す
る
意
義
も
有

す
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う（

（
（

。

お
わ
り
に

こ
の
た
び
の
修
理
に
よ
っ
て
、
本
作
は
美
し
く
安
定
し
た
状
態
と
な
っ
た
。

し
か
し
当
然
な
が
ら
修
理
と
は
、
制
作
当
初
の
状
態
に
復
す
る
も
の
で
は
な
く
、

既
存
の
損
傷
を
拡
大
し
な
い
よ
う
落
ち
着
か
せ
る
処
置
で
あ
る
。
古
書
画
に

と
っ
て
公
開
と
保
存
は
相
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
改
め
て
本
作
を
広
く
鑑
賞
い

た
だ
き
た
い
一
方
で
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。
展
示
環
境
や
期
間
は
も
と
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
学
芸
員
に
よ
る

開
閉
の
動
作
一
つ
と
っ
て
も
、
技
術
を
日
々
磨
き
、
作
品
に
毛
羽
立
ち
が
発
生

す
る
な
ど
の
負
担
を
か
け
な
い
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
表
紙
裂
と
紐
は
新
規
制
作
だ
が
、
復
元
に
は
作
品
修
理
と
同
じ
く
、

技
術
者
の
わ
ざ
と
叡
智
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
に
お
け
る
長
年
の

経
験
や
言
語
化
し
え
な
い
感
覚
に
基
づ
い
て
お
り
、
容
易
に
再
現
で
き
る
も
の

で
は
な
い（

（
（

。
こ
の
た
び
の
復
元
裂
と
紐
は
、
原
本
の
解
釈
を
示
す
と
同
時
に
、

未
来
へ
継
承
す
べ
き
製
織
技
術
の
現
在
地
を
伝
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
改
め
て

表 5　原本紐の素材

項目 材質
仕様

太さ 合本数 撚り
経糸 絹 31-180D 1～4本 甘撚り
緯糸 絹 250D+― 合糸 甘撚り
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こ
れ
か
ら
も
、
表
装
を
含
め
て
本
作
全
体
の
価
値
を
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
。

謝
辞本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
株
式
会
社
修
美
の
大
野
恭
子
様
、
鳥
居
株
式
会
社

の
谷
口
正
様
、
黒
川
清
夏
様
に
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て

心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
修
理
と
復
元
の
概
要
を
報
告
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

竣
工
ま
で
に
多
く
の
方
々
の
関
わ
り
と
工
程
を
経
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

註1	

本
作
と
そ
の
跋
文
に
関
し
て
、
近
年
の
重
要
な
成
果
と
し
て
衣
若
芬
に
よ
る
次
の
詳

細
な
研
究
が
あ
る
。

	

衣
若
芬
「『
出
塞
』
或
『
帰
漢
』
―
王
昭
君
與
蔡
文
姫
図
象
的
重
畳
與
交
錯
」『
婦
研

縱
橫
』
七
四
期
、
二
○
○
五
年
。

	

衣
若
芬
「
宮
素
然
『
明
妃
出
塞
図
』
及
其
題
詩
―
視
覚
文
化
角
度
的
推
想
」
張
高
評

主
編『
中
国
近
世
文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』之
二「
金
元
明
文
学
之
整
合
研
究
」

台
北
・
新
文
豊
出
版
公
司
、
二
○
○
七
年
。

	

い
ず
れ
も
『
遊
目
騁
懐
―
文
学
與
美
術
的
互
文
與
再
生
』（
台
北
・
里
仁
書
局
、
二
○

一
一
年
）
に
再
録
。

2	

本
作
の
題
跋
と
著
者
、
伝
来
等
に
つ
い
て
は
弓
野
隆
之
「
明
妃
出
塞
図　

宮
素
然
筆
」

『
関
西
九
館
所
蔵　

中
国
書
画
録
Ⅳ
』（
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
）
が

刊
行
予
定
で
あ
り
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3	

落
花
流
水
八
宝
文
の
織
紐
に
関
し
て
は
余
佩
瑾
主
編
『
品
牌
的
故
事
―
乾
隆
皇
帝
的

文
物
収
蔵
與
包
装
芸
術
』（
台
北
・
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
に
類
例
が

掲
載
さ
れ
る
。

	

な
お
、
東
京
国
立
博
物
館
と
岡
墨
光
堂
は
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
カ
年
で
実
施
し
た

李
公
麟
「
五
馬
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
修
理
の
際
、
米
芾
「
行
書
三
帖
巻
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
参
照
し
て
同
文
の
織
紐
の
復
元
を
実
施
し
て
い
る
。
次
の

論
文
を
参
照
。

	

沼
沢
ゆ
か
り
「「
五
馬
図
巻
」
の
表
装
裂
に
つ
い
て
」『
修
理
調
査
報
告
「
五
馬
図
巻
」』

東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
十
月
。

	

岡
岩
太
郎
「
中
国
巻
子
紐
の
復
元
事
業
」
同
上
。

4	

前
掲
註
3
岡
岩
太
郎
「
中
国
巻
子
紐
の
復
元
事
業
」
で
は
、
本
事
業
と
は
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
実
施
し
た
復
元
が
報
告
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
先
行
事
例
と
と
も
に
本
事

業
の
成
果
が
、
中
国
巻
子
紐
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

5	

文
化
財
に
用
い
る
表
装
裂
を
制
作
す
る
技
術
は
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
状
況
を
う
け
、
令
和
五
年
六
月
、
技
術
者
団
体
「
文
化
財
修
理
表
装
裂
継
承
協
会
」

が
発
足
。
文
化
財
に
用
い
る
表
装
裂
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
関
連
事
業
者
と

の
連
携
協
力
や
、
製
織
お
よ
び
関
連
技
術
者
の
育
成
が
目
指
さ
れ
る
。
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【図 1 】明妃出塞図　金時代・12-13世紀　大阪市立美術館蔵
本紙と跋の縮尺を変えて掲載した。

第四紙

跋第四紙（孫寧）

第三紙

跋第三紙（張錫）

第二紙

跋第二紙（陸勉）

第一紙

跋第一紙（陸勉）

【図 2 】第二紙折れ（斜光撮影・修理前）【図 3 】第一紙糊浮き（斜光撮影・修理前）

【図 5 】第二紙折れ伏せ（透過光撮影・修理前）

【図 6 】第二紙欠失・補筆（修理前） 【図 4 】跋第一・二紙間補筆（修理前）
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【図 9 】第二・三紙毛羽立ち（修理前）【図10】第四紙毛羽立ち（修理前）

【図15】�跋第三紙印半欠
（修理前）

【図 8 】�第四紙印切り詰
め（修理前）

【図14】�跋第三紙印半欠
（修理前）

【図 7 】�第二紙印切り詰
め（修理前）

【図11】第一紙肌裏紙・補修紙除去後（裏面・修理中）

【図13】第四紙虫損（修理前） 【図12】第一紙補筆（修理前）
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【図17】剥落止め 【図16】クリーニング

【図19】補紙 【図18】肌裏紙除去

【図21】折れ伏せ 【図20】肌裏打ち

【図23】仕上げ 【図22】補彩
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【図26】駿骨図軸頭 【図25】明妃出塞図軸頭（元使い・修理後）

【図27】尾紙（修理後） 【図24】別子・旧紐

【図29】新調保存箱 【図28】旧保存箱

【図31】跋第一紙料紙拡大

【図33】二回目肌裏料紙拡大

【図30】第一紙料紙拡大

【図32】肌裏料紙拡大
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【図35】第一紙継ぎ（斜光撮影・修理後） 【図34】第二紙（斜光撮影・修理後）

【図39】表紙裂表面マクロ写真

【図36】跋第一・二紙間（修理後）

【図40】表紙裂裏面マクロ写真

【図37】第二・三紙（修理後）

【図38】第四紙（修理後）
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【図41】復元表紙裂を織る様子（報告者撮影）

【図42】織紐機（報告者撮影）
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参考 1 　復元表装裂の原材料

区分 糸種 番手 撚り 本数 デニール

経糸

絹 21中/6 甘撚り 1本 120D

絹 21中/2 諸撚り 2本合わせ 84D

絹 28中/2 諸撚り 2本合わせ 112D

絹 31中/2 諸撚り 1本 62D

絡経 絹 21中/2 諸撚り 1本 42D

地緯 絹 21中/4 片撚り 1本 84D

絵緯
（1,3,4,5） 絹 21中/4 片撚り 252D

絵緯（2） 絹 21中/4 片撚り 2本合わせ 168D

紋緯 平銀糸 55切/65切/75切
（乱引き） 1本 -

参考 2 　復元表装裂の染色

区分 緯糸
番号 色 染料 媒染剤

経糸 ― 朱
インド茜
槐樹

コチニール
アルミ

（ミョウバン）

地緯 ― 濃茶

ウコン
インド茜
山桃
柿渋

コチニール

銅

絵緯

1 象牙色
山桃
柿渋

インド茜
コチニール

アルミ
（ミョウバン）

2 焦茶

ログウッド
ウコン
柿渋

インド茜
コチニール
槐樹

銅

3 青 インド藍 銅

4 青緑
藍

ウコン
梔子

銅
チタン

5 黄

ウコン
槐樹
黄金花
山桃

インド茜
コチニール

アルミ
（ミョウバン）

参考 3 　復元紐の原材料

糸 糸種 番手 撚り 色 デニール

経糸
絹 28中/2 諸撚り 黄緑 56D

絹 28中/2 諸撚り 象牙色 56D

緯糸
絹 21中/9 片撚り 黄緑 189D

絹 21中/9 片撚り 象牙色 189D

参考 4 　復元紐の染色（経糸・緯糸共通）

色 染料 媒染剤

黄緑 藍
ウコン 銅

牙色 古木茶 ―
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